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寺 田 吉 孝訳
安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は，Ъ，Ы，Ь，Ѣ，Э，Ю，Яで始まる語であるが，Ъ，Ы，Ь，Ѣで始まる単語
は一つもないので，実際にはЭ，Ю，Яで始まる単語 721 語となる。今回で辞書の部分をすべて翻
訳し終えたが，付録としてまだ 100 ページほどの論文が残っている。

辞書編を訳出する際に気になっていたことがある。キリル文字эとеのラテン文字への転写の
問題である。本辞典の訳出に際して，キリル文字からラテン文字への転写が必要な場合，キリル
文字эとеを相互に区別するために，文字単独の音価を考慮し，前者をラテン文字 e に，後者を
ラテン文字 ye に転写した。しかし，キリル文字еが子音の後に来る場合は，現代ロシア語にお
いて，前に来る子音を軟化させるだけである。例えばбеの発音は，［bye］ではなく［b’e］とな
る。

また，本辞典では，子音の後に来るеは，前に来る子音を軟化させる場合とそうでない場合が
併存しているようである。すなわち，キリル文字эの発音と同様に，［e］と発音することもある
ようである。というよりも，日本語のカナとの対応を考慮すると，［’e］よりも［e］に近い音で発
音されているものが大半のようである。例えば，10699 番目の単語Яйкипте（Yajkiptye）は，⽝藻
汐草⽞ではヤイキプテと書かれている。

本辞典の翻訳を⚑冊にまとめる機会が得られたときは，キリル文字еとэのラテン語への転写
を再考し，手直ししたい。
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Ъ.(1)

Ъ．アイヌ語の字母の 26 番目の文字．

Y.(2)

Y．アイヌ語の字母の 27 番目の文字．

Ь.(3)

Ь．アイヌ語の字母の 28 番目の文字．

Ѣ.(4)

Ѣ．この文字はアイヌ語の字母に必要ない．

E.
E．アイヌ語の字母の 29 番目の文字．

E. (代）（eáni の省略形）． ⚑．（副）そうだ； ⇒ kyea. ⚒．数詞において： ～なし

に（後ろに置かれる）； ⇒ vámpye. ⚓．他の品詞から動詞を派生させる小詞，さ

らに，他の品詞から別の品詞をつくる小詞． ⚔．ipyè の省略形； ⇒ kitoenìsʼ.
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⑴ 前に来る子音を硬子音として発音することを表わすキリル文字。転写できるラテン文字はない。
⑵ 母音［ɨ］を表わす。
⑶ 前に来る子音を軟子音として発音することを表わすキリル文字。転写できるラテン文字はないが，音声記号
［’］で表わす。

⑷ このキリル文字は，本辞典では用いない。
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Emujki e kanye, khanka amà, 全部食べろ，残すな！ 5．比較級のしるし． Téva

épara, téva eánye, こっちには太い方を，またこっちには細い方を（棒について）；

ここには幅の広い方を，ここには幅の狭い方を（板について）． 6．e-kh の省略形；⇒

syésye. ─ Mos. 動詞の前に置き，その意味を強める小詞（方言では i の代わり）；

この； 名詞の後ろにも置かれる（⇒ eramiye, ikorie）； この小詞は⽛様子，本質⽜

を意味する小詞 ne に先行して，⽛この⽜あるいは⽛あの⽜の概念を表す．E-ne あるい

は e-ne-karu⽛このやり方で，このようにして⽜． Sónno kájki e irúsʼka tram-ósʼma,

お前が腹を立てているにもかかわらず，彼（私）はとても冷静である． E imì gye,

お前の着物． Chokaj eani-etsi kojki, 私はお前を引っ叩いた． Chokaj eani-inʼ kojki,

お前は私を引っ叩いた． Khyémata kusù e ipye etunnye gye? E màva rusuj gi? Ipye

kanye! なぜお前は食べないのか？ 腹をすかせたままでいたいのか？ どうか食べ

てくれ！ ⇒ eáni.

Éa. Lang. Kam. お前．

E-à. ─ Nákhta gopàn kusù e-a? ─ Porò tishyè gopánchiki pirika nyenangò! どこに

入ったらよいか？ たぶん大きな家なら入れる！（e-a? は，ここでは easʼkàj khyeta-

nyea? の代わりをする）． E-ashiri-tap. Mos. それはこうなので． E-ashiri-tap u-

etomo-ba-ush myena-shi-un-guru siryeba. Mos. この場所に平和な東のアイヌが

やって来た．

Eájka. （動）できない，することができない； eájka とも言う．

Eájkapu. （動）できない，することができない； eájka とも言う．

Eájnu. （形）（眠りなどが）浅い，ぐっすり眠っていない（khamyeájnu に対して）．

Eámakhpa, 横になって．─ ikù, 横になって煙草を吸う．（同）gokhkye ani iku.

Eánye, より細い，より薄い； ánye の比較級．

Eáni, 省略形は ean, e. （代）お前，お前の． Eáni gákhka, お前の帽子． Eáni e

korópye gye, あるいは e korópye gye, お前の物 Khyémata kusù khannye e ipye

gye? Nyer-ampye e rusʼka an kusujki, e ipye etunnye? なぜお前は食べないのか？

つまらないことで（腹を立てていて）食べたくないのか？
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Eáni mákhnu e isyam khyetanyea? お前はまだ結婚していないのか？ Makh e koro?

─ Na gam makhnu an! お前は結婚したのか？ ─まだだ！ Eáni nákhta imì an?

お前の着物はどこだ？ Khyemata tókhkoryu okhta an? ─ Eani e kúkumbye（ある

いは chokaj chi kukumbye），このびんには何が入っているのか？─お前の（あるいは，

私の）飲み物だ． Eáni etùn-niyákhka payàn kusujkì, お前が望まなくても，行って

しまう． Eáni etsi núkara, お前自身が会う． Ean kanye ku j e（あるいは etsi e

kanye ku ekh），私はお前に頼みにやって来た．

Eanni. Lang. Kur. Kl. Kam. お前．

Eannivo. Kl. Kam. 自身．

Eàn, ⇒ eáni.

10220 Earáusi(earávsi). （副）向かい側に，向かい合って． Nájyero ─, ナイ ェロ（Hájyero,

Нáйеро）の向かいに（木造漁船が）．

─ an núkara, 面と向かう，姿勢を正して座っている，正面から写真に撮られている．

Eàrʼ-imì. （名）長いシャツ．

Eásakara. （動）注文する，するように指図する．（同）yásara.

Easuránye. （動）呼ぶ（病人のところに），招く，呼び集める（火事に），相談する（病気

に関して）． Arakà ─； ⇒ asuráni.

Easʼkàj. （動）能力をもつ，～できる． Vákhka ka osína easʼkàj útara, 水上で休息でき

る人（泳いでいる人について）．

Eátu. （動）嘔吐させる，へどを吐く． Síunin vákhka eátu, 胆汁を吐く．

Eashiritap. Mos. こう言われているから，それはこうだから．

Ebye. Lang.S.Sakh. 食べる． Mos. ─ Lapyer. （ajbe），食べ物．

Ebyero. Mos. 食べさせる，ご馳走する，ふるまう(5)．

Ebyerosi. Kl.Sakh. 飢えた． Dav. 飢えている； ⇒ ipyerusuj. Mos. 腹が減って

いる，食欲がある．

Ebi. Mos. 食べる； ibye とも言う．

─ ambi. Kl.Sakh. 食ベ物． Dav. 1．食ベ物． 2．餌（N：ipye-an-bye）．

10230 ─ askaiva. Dav. 食事が出来上がる．

Ebiri. Mos. 養う，食べさせる； ibyerye とも言う．

Ebiriva. Dav. 腹いっぱい食べさす．

Ebisì（Ebissi. Shm.）．（地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の北方 30 露里にある小川およ

びアイヌの村．
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⑸ 原文では подчиватьとあるが，потчеватьの誤りか。
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Ébokasʼ-ka, 長くない縄．（同）otakhkon-ka.

Ebokuba. Mos. 誰かを妬む．

Ebuj. Mos. 花． ─ fûra, 花の匂い．

─ kye. Mos. 実． Ebujki. Mos. 実．

─ shibi. Mos. 開花．

Ébuki, 下へ； ⇒ émbokye.

10240 ─ kójsye. （動）折れ曲がる，内側に折れ曲がる（着物について，imì ─）．

─ kómo. （動）端を折る（縫い付けるために，継ぎのわきの方を）．

Éburuku. （名）火口（ほくち）（火を打ち出すための），chiùn-gákhka から作られる．

─ gákhka, ニセホクチダケ（きのこ），白樺に生える．

Évara. （動）吹く，吹き消す（ロウソクを），吹きおこす，（笛などを）吹く．（名）（風

の）そよぎ．

─ káni. （名）角笛，ラッパ．

Evyébyekyerye. （動）語る，物語る．

Evyenkotakhkomarì. （動）二人で担いで運ぶ（桶を）．

Ega. Mos. 胞衣（えな），後産．

Egájko. （副）いくらか，少し． ─ uf, 少し取る（取った）．

10250 Egàm. （動）遅らせる，止める（оштол(6) で犬ぞりを）

Egaraka. Mos. やって来る，到着する．

Egarakara, あるいは egarakari. Mos. 到着させる，貸す，贈る（⇒ ra）．

Egauyemorye. （動）心配をかける； ⇒ gávyemorye.

Egáue! 黙れ！ 黙りなさい！ ─騒ぐ，叫ぶ． Khyemata eki gauye? 何をお前は叫ん

でいるのか？

Egókosa. （形）純真な． ─ májminye, 純真な娘．

Egokf. Dav. 買う． Egoku. Mos. 買う．

Egúnkoro. （名）アブ（小さい）．

Edaspye (aehdaspeh). Kl.Kam. トド．

Edum (ähdum). Kl.Kam. Bal’b. Kam. ─ Kur. 鼻．

10260 Edupuj. Kl.Kam. 鼻の穴（複数）．

Eyéjtakh. （動）返礼する，感謝する．（名）感謝． ─ kajk khanki, それにもかかわら

ず，感謝しなかった．
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⑹ остол⽛（犬ぞりを走らせるために使う）長い梶棒⽜のことか？
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E-i. Mos. この小詞の意味については； ⇒ i-e.

Eiváva. （動）嘆く．Tramu okhta ku eiváva, 私は心が悲しい． Voj ámpye ku eiváva,

私は多くのことが悲しい（たとえば，たくさん買いたいが，お金がない）．

Eivánki, あるいは eivánkye. （動）使う（何かに，自分のために），利用する． Kirò ─,

あるいは kirò usʼ, 長靴を履く（より良くは，履いている）． Tram páte eivánki, お

前は自分の知恵にだけ従っている．

E-i-jomarye. Mos. 会う，出会う，合流する（人が）．

Ejkasyù. （動）けんかをする，殴りあう．

Ejkáya. （動）舵を取る．（同）eiràj； ⽛帆を操る⽜を意味するに違いないだろう．

E-i-ki. （動）何かをいっしょにする．

Éjki. （動）鉋をかける； ⇒ kanà および kye. （動）作る，作られる．

Ejkísʼma. （動）ひっつかむ，抑える（けんかをしている者を）．

10270 Ejkójki. （動）けんかをする，殴りあう．（同）ejkasyù

Ejnómi. （動）供物にする（神々に）．Sakye ─, 酒を捧げる． Tambaku ─, たばこを

捧げる．

Éinu, éinup あるいは éinuf. （動）不安にさせる； 不安な．

Einun. （動）魚を干して，燻製にする．

Ejónte. （名）ウニ（食用の）．

Éipakh. （動）まねる，ふりをする． Umaò ─； ⇒ umà.

Eiràj. （動）舵を取る．（同）ejkáya.

─ ni ukyesh. Mos. 同盟を求める，和議を求める．

Éjsikhnye. （名）男性の名．

Ejsókoro. （動）だます．

Eitoko. Mos. 端，始まり，源．

10280 Eishi. Mos. 同意する．

Ejshiva. Lang.S.Sakh. 父親． Dav. 答える； ⇒ va および îshye（あるいは eshye）．

Ekà. （動）縒る． Ka ─, 糸を縒る，なう． Ogóka ─, 糸を縒る．

Ekàj. （副）あたりに，周囲に．

Ekajyè. （名）模様のある縁取り． Tusà ─, 袖の縁取り．
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Ekajìpp. （名）縁取り．
Ekájtam. （名）エスカルゴ
─ syej, その殻．
Ekájtekhni. （名）折れた木，倒木．
Ekantrajyè. （動）追いつく（？)(7)，導く，運ぶ（乗客を）． Kváni ekantrajyè néjsiri an,

どうやら私の後について来たようだ（私を導く）．
10290 Ekánte-kyeróski. （動）撃退する，抵抗する（攻撃してくる，襲ってくる熊に）．

Ekaraka. Mos. 着く，やって来る．
Ékari. （動）よけて通る（道で障害物を）．（副）周囲に． Tusa-é-kari, 袖の周囲に．
Ekári. （動）会う，出会う（道で）．
Ekasi. Mos. 祖父． ─ iryenka an gushi tâ, itakan ruue ne, 先祖のお陰による褒賞がど

こで行われなければならないかを言ったあとで．
Ekásoma. （動）支える（病人を）．（名）支え（たとえば，椅子の背），支え（座った際の

手用の，たとえば，机）．
─ kánye asìnʼ, （乗り物から）降りるのを手伝ってくれ．
Ekàsʼ. （名）おじいさん，祖父．
Ekátuyusʼ. （副）とても嬉しい．（動）嬉しい，とても嬉しい！
Ekáurye. （動）犬ぞりを長い梶棒で操る（nosò ─），犬ぞりを長い梶棒で留める（⇒

egàm）．
Êkashiu. Mos. （エーカシユ），秀でる，抜きんでている．

10300 Ekashtye. Mos. 退屈する，嫌気を起こす．
Ekì. （動）やって来る．
Ekisánisʼ. （名）こめかみ（犬の）．
Ékisʼpo. （名）アイヌの男の子の額の前髪の房（髪の毛の房）．
Ekkayup (eckyoop). Brot. 矢筒．
Ekòj. （地）ブッセ（Bussye, Буссе）の入江にあった今は存在しない村の名． ─ kotan,

同左の村．
Ekójki. ─ Kyemà ─, 蹴飛ばす（足で）．
Ekópasʼ. （副）立てかけて．
─ amà, あるいは ─ khotárika, 立てかける，もたせかける（棒を壁に）．
Ekorítokhpa. （動）イナウ（inau, инану）を捧げる（字義通りは．腹を切り刻む）．

10310 Ekósina. （動）隠す，隠れている． 1．こっそり，秘かに取る． 2．盗む．（同）esína,
yajkátukara.
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⑺ 原文のまま。
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Ekosúnkye, あるいは ikosúnkye, だますこと，詐欺． ─ ajnu, 欺いた人（与えると約

束して与えなかった）． ─ karà, 欺く，だます．

Ekoyájtran-nyeukyèsʼ. （動）納得させる，主張する．

Ékuri. （動）光を避ける，遮るな！

Ékuroki. （名）闇． ─ okhta, 暗闇で，闇の中で．

Ekuroko. Pal. 黒く．

Ekuropye (aehkuropeeh). Kl.Kam. 黒い．

Ekuròkh. （形）暗い．（副）暗く．

─ tómbu (múmbu), 牢獄． Ekuròkh tómbu okhtà akhgúnkye, 投獄する，捕らえる．

Ékururoko. Lang.Kam. 黒い．

10320 Ekufte, あるいは ekukhte. （形）暗い，あまり光が入ってこない（部屋について）．（同）

siryékoro.

Ekuf-kúnte. （動）帯をさせる，帯をつける． Iso ─, あるいは iso kuf-kónte, 熊に帯を

させる．

Ekkhì, やって来た（ekh ki gi の省略形）． Khyemata kusu e ekkhì? 何のために，お前は

やって来たのか？

Emakánkye. （名）額の禿げ上がり（額の両脇の上への時）．

Emankoppa. Mos. （エマンコツパ），何かを理解した時，あるいは，同意した時頷く

Emáuri. （名）白い花をつける食用の草（それを焼く）

Emákhsabausʼ, 頭の前部に長い髪の毛をもつ～． ─ ájnu, 長く頭を剃っていない人．

（同）kanuspyè numà otánnye-ájnu.

Émbokye. （副）下方に，下に（何かの）． ─ ta, 下方に．

Emyè. （動）吠える．

Emmuk. Kl.Kam. ミトン，手袋．

10330 Emo. Mos. 魚や甲殻類の属名； imo とも言う

Emoye. Lapyer. 魚全般，あるいは，ニシヒメジの種の個々の名．

Emóki. （動）勝つ． ─ an, 勝った（⇒ esónki an）； （反）makyétari.

─ an-ajnu, 勝者．

Emòm. （名）でっぱり，乳首． To-emòm, 乳首． Chá-emom, 上唇の中ほどのでっ

ぱり； ⇒ chajmon.
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Emontábi. （動）～する間がない，時間がない． Akhgúnkye ─, 刺し込む間がない（地

面に熊狩用の長槍を）．

Emontabirye. Mos. 並外れた，異常な，はなはだしい．

Emontasha. Mos. 報いる，当然の報酬を与える，復讐する．

Emoshi-ats. Mos. （エモシアツ），刀の柄（握り）の編みひも

Emoshi-muttye. Mos. （鞘から）刀を抜く．

10340 Emosh. Mos. 刀（あるいは emoshi）（エモシ），剣．

Empyekurye (ähmpĕkŭreh). Kl.Kam. 飲み物．

Émpiskiv. （名）スズメガの幼虫．

─ porò kíkkiri an, スズメガの幼虫─大きい虫．

Émpokh. （名）衣服のひだ（しわ），山麓． Kípyeri émpokh あるいは kípyeri-sukh, 山

麓，海岸の下部．

Emújki. （形）すべての．（副）まったく．

─ vyénte, 方々引き裂く．

─ uf, すべてをつかむ（つかんだ）．

─ kham áryegi, まったく来ない．

─ khyekajyè, まったくの，高齢の老人，すっかり老けた人．

10350 Emurui. Mos. 強奪する，着服する．

Emusàkh. （名）剣帯（帯剣肩帯と革帯）．

Emusʼ. Kl.Kam. 刀（短い）．

Emùsʼ. （名）サーベル，剣

Emúsʼpokhpo. （名）長い海の貝．

Enakonvo. Kl.Kam. 愚かな．

Enauspyespo. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方にある岬．

Enaussyentumbo. （地 Shm.）d’ Estaing（デスタン）湾の南の境にある岬（ウソロ（Usorò,

Усорò）入江の最後の岬）．

Enbikkye. Mos. 甲殻類の名； 海のザリガニの一種らしい．

Engdanif. （地 Shm）ドゥーイ（Duj, Дуй）哨所の南方 16 露里程のところにある岬．

Enginbis. （地 Shm）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある岬．

10360 Engotakku. Mos. （エンゴタツク），親しくなる，交際（けんか）するようになる．

Engys-pal. （地）Gl. サハリン島の北の中央山脈の最高峰．
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Endumgomo. （地 Shm.） トゥナイ（Tunaj, Тунай）あるいはマウカ（Mauka, Маука）
と も 言 う； 40 軒 の ユ ル タ，10 軒 の 日 本 人 の 家 お よ び 倉 庫 が あ る； ⇒
Entrumgomo.

Endummato. （地 Shm.）マクン・コタン（Makun-kotan, Макунъ-котанъ）の北方にある
岬．

Endungomo. （地 Shm.）⇒ Entrumgomo.
Enyepavasi. Mos. （エ子パワシ），それはこんなふうだ，それはこう言われている．
Enikorye. Mos. 可能法の形で⽛与える，作る，運ぶ，参加者にする，知らせる⽜； この

語の他の語形は，unkorye.
Enisyoma. （副）危なく．（同）yájkiste.
Enistrajne. （副）口に合わず（食べ物が）
Énitakhkye. （名）鼻風邪．
Enogajrósʼma. （動）ひどく屈んで転ぶ．（同）erúfnatsyu-khátsirye. Vakhka okhta ─,

水の中に転び落ちる（飲むために屈んで）． Unchi okhta ─, 火の中に転んで落ちる．
10370 Enokàj, あるいは enonkàj. （名）enokaj-trà と呼ばれる草の食用の根．

─ trà, 橙色のあでやかな花の咲く草（monogynia, hexandria）．
Enomi. Mos. クルミあるいはシナノグルミ； enumi および enumu とも言う．
─ chupp. Mos. 年の最初の月．
Enónuka. （名）ベリー・イチゴ類の実，その果汁は熊の帯を染めるのに役立つ．
Entáki-entáki! 来い，こっちへ来い！（このように子供を呼ぶ）．
Entô. Mos. Ento とも言う．（地）イェッド(8)（Iyeddo, Iеддо）の町． ─ nishpa, Mos.

イェッド（Iyeddo, Iеддо）の君主． Ento nishpa oryeni tanbye itsinurye unkorye ya.
Mos. この品物はイェッド（Iyeddo, Iеддо）の君主のもとに運ばれるだろう．

Entô-kamoj. Mos. （Siogun, Сiогунъ(9)）； 字義通りは： イェッド(10)（Iyeddo, Iеддо）
の国王，イェッドの君主．

Entokokh-najbu. （地 Shm.）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan, Вендвессан）の南方
にある小川．

Entomuspyè. （名）門歯（複数）（ajnu ─，syetà ─，etáspye ─，人，犬，トドの門歯（複
数））； entrum-uspyè の省略形．

Entoun mushiri kamuj. Mos. イェッド(11)（Iyeddo, Iеддо）の君主，シオグン（Siogun,
Сiогунъ）（ここで entoun は⽛entô の生格⽜である）．
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10380 Entrumga. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方 4.5 露里にある岬．

Entrumgómo. （地）（Tunáj および Mauka とも言う）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南

方 107 露里にあるアイヌと日本人の混住の村

Éntrum. （名）岬； entum とも言う．

─ uspyè. （名）門歯（複数）（口の中の）．

Enu (enoo). Brot. 犬．

Enúkarakh. （形）よく切れない（ナイフ）．

Enumitannye. Mos. 植物の名．

Enúmpa. （動）押す，押さえる； númpa とも言う． Kirò ─, 長靴が締めつける（足

を），窮屈だ．（同）kirò-ko-kásʼma.

Enuntomari. （地）サハリン島にある小さな入江．

Enunùj. （動）眠る． Ni enunùj, 木片を枕にして眠る，寝入る，眠り込む．

Enusnaj. （地 Shm）日本人とアイヌの混住の村； ⇒ Inunukhnaj.

Enʼ, あるいは inʼ, 私に．

10390 Énʼka. （名）支え（戸の），上の側柱（そばばしら）． Apà ─, 戸の上の側柱．

Énʼkye-chyékhpo. （名）成魚になっていない小魚．

Énʼki. （形）鋭い（ナイフ），ぴりっとする（味が）． Enʼki kúsuri, ぴりっとする味の

薬．

Énʼko. （形）若干の．（名）半分； 数詞の中で： 半分の～． Énʼko-ítchiri あるいは

itchiri-enʼko, 0.5 露里．（副）いくらか． Itakh enʼko pirika, itakh enʼko vyen, いく

つかの言葉は正しいが，いくつかの言葉は間違っている（ブルィルキン（Brylkin,

Брылкин）では）

─ kutákhkye, 移し分ける（いくらかを）．

─ pa, 半年．

Énʼkoro. （名）眉間．

─ vyen, 荒い息づかい

─ póni. （名）鼻骨（トドの前頭骨も）．

─ puj. （名）頭骨の鼻孔（apertura pyriformis）

─ éitakh, 鼻にかかった声で話す，鼻声で話す．

Enʼkoturátuf, 1.5．

─ síri-porò, 1.5 ルーブル銀貨．
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10400 Énʼto. （地）イェッド(12)（Iyeddo, Iеддо）の町

E-ne. Mos. このようにして，このように． E-ne katu koruva pirika ari iramandye, 彼

はこのような行動の仕方をよいと考える（字義通りは，このような行動の仕方はよい，

と彼は考える）； このような．

─ íjka, あるいは ijka, 旅をする，歩き回る． Arútoro e ne íjka, あるいは arútoro

enerútsisʼ-korò, 島（サハリン）の向こう側へ渡る（行ってくる）．

─ isyàm, 耳をかさない，言うことを聞かない．（同）vánakhkisʼ. 元々は．間違って，

悪く（たとえば，理解しなかった）．

Éneka. （副）すでに，もう，まだ． Tráma kájki éneka ámpye, 望みに反しているが，そ

れはある（存在する）． ─ aryegi kusujki, もう来たか（？)(13) こんな風にして来る

だろう ─ traj kúni pákarye, （私は）夜にはもう自分が死ぬと思った． ─ tráj kusu

néjsiri an, （私は）自分が死にそうであるのが分かった． ─ kham aryegi kusujki,

まだ来ていないのか（？(14)），従って，来ないだろう．

Enekájki. （副）逆に，反対に，とんでもない． ─ an kungàn, とんでもない，これは水

差しだ（と私は思う）．

Enekaru. Mos. このようにして，このように，まさにこのようにして．

Énekarʼ-isyam. ─ Ya ényekarʼ isyàm, 魚網は（私のところには）ない．

Enekasʼ eki? お前はもうやって来たのか？ お前はもう戻ったのか？

E-ne-ne-yaka-i-va. Mos. この物はこうだ（e⽛この⽜，ne⽛物⽜，もう一つの ne⽛確限定の

小詞⽜，yakka では k が省略され i-va が付加されている），このようにしてこれはある，

このようにしてこれは現実だと思われる．

10410 Eneyájkarʼ-isyàm, ⇒ va. ─ isyàm ájnu, まったく何も持っていない人．

Eogà. （形）いっぱいになっていない（コップ）． ─ tsiki, suj okhta amà, いっぱいに

なっていない，もっと注げ！

Eogàkh. （形）いっぱいになっていない（コップ）； ⇒ esístye.

Éogátsirye, あるいは éokhatsirye. （動）落とす，失う（大切なものを）．

Eorùn. （動）脇から見る，物珍しそうに眺める，（行動に）参加しない．
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Éoskye. （副）少ししか（煙草を与え）ない．（同）máskinʼ-khátsiko.

Eoskoni. （動）追いつく．

Eotásisʼ. （動）急でやる，せかせかする，急ぐ．

Éotsisʼ. （動）壊れる．

Éocharo. （名）フォークの歯（kitosukyenisʼ⽛木製のフォーク⽜の歯は 4 つ）．

10420 Eoyákinye-jyè. （動）拙く，とんちんかんに話す．（反）trugye-kari-jyè.

Épara. （形）先がとても太い（棒について）； より広い，より太い（parà の比較級）．

Epyékhtuye. （動）切る． Syetà-kísara epyékhtuye, 犬の耳を切る．

Epira (ehpӯhră). Kl.Kam. ナイフ． Lang.Kam.Kur.

Epírikye. （名）女性のナイフ（帯の尻のところにつける）．

Épokasʼ, ⇒ ébokasʼ. ─ ka, ⇒ ébokasʼ-ka.

Époko. （形）口やかましい，意地の悪い（─ ájnu）； 反対は tránuf.

Epùj. （名）（植物の）花，（白樺の）花穂．

Épusisʼ. あるいは ináu sabà, イナウ（inau, инау）の上部，イナウの頭（縮れた削りかけ

のついた）．

Eraimyeki. Mos. 何かをうやうやしく受け取る．

Erájya. （動）驚く，驚きのしるしにうなり声を上げる， ⇒ etù-kísʼma.

10430 Eraman. （動）理解する，知っている．

Eramyechàn. （動）欲しくない．（形）冷たい，冷淡な，好意をもっていない．（名）無

関心． Sakye iku eramyechàn, （私は）酒は欲しくない． Ipye eramyechàn tram an,

食欲がない，食べたくない．

Eramiskaryè, ⇒ eramushkaryè. ─ útara, 見知らぬ人たち．

Erami-e. Mos. 賛美．

Eramu. Mos. 知っている． ─ an. Mos. 知っている，何かを認める，忘れない． ─

an ajno anne. Mos. これを知っているアイヌたちがいる

Eramùsʼ. （形）慣れた，愛着を感じている．

─ utara, ～に慣れた，愛着を感じている人． Sínnam eramùsʼ útara, 寒さに慣れた

人々． Támbaku eramùsʼ útara, 煙に慣れた人．
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Eramushkaryè. （動）理解しない，分からない．（形）見知らぬ； （私は）分からない！

Erantasáskye. （動）いまいましく思う，悔しがる，言い争う，ちょっと口けんかをする．

Erápiru. （動）放す，（犬を橇から）はずす．

10440 Eryekùsʼ. （名）タラ．（同）tarà．

Erimo. Mos. マツマイ島(15) の地域名．

Ermu (ärmŭh). Kl.Kam. Lang.Kam. ネズミ．

Êrop. Mos. （エーロフ），アイヌの地方の名．

Eroramunno. Mos. 楽しい（ero-ramu-no の代わり）； 楽しく，嬉しそうに．

Errakush. Brot. 干だら，タラの干物

Eruyè, あるいは eruì, もっとも～（最上級のしるし）． ─ porò, もっとも大きい；

jye-eruyè otánnye ajnu, つまり，もっとも背の高い人； より大きい（比較級のため

の語），（反）jyébukasʼ.

Erúmu. （名）クマネズミ． Mos.

Erúppokh. （名）metatarsi（中足骨）の先に対して，足の裏の柔らかい部分．

Erup (ährup). Kl.Kam. 顔（Gesicht⽛顔⽜）

10450 Erufnátsyu. （副）うつ伏せに． ─ khátsirye, うつ伏せに倒れる； ⇒ enogajorósʼma.

Erùf, あるいは irúrye. （名）食用の草（ギシギシに似る）．

Ésaman. （名）カワウソ．

Esámpi. （動）罵 る，人 の 悪 口 を い う．（同）kocháruvyen, vyempyesani, sáni-pisì.

Khyemata syeta esámpi?（sáni-pisì とも言う），私の悪口をいっているのはどこのどい

つだ？（痛みをともなうくしゃみをする人が言う）．

Ésara, 何かを，たとえば，（酒，食物など）を受け取らなかった人（遺産を～ ⇒

korópye ésara.（同）korópye khájta）

Esasi. Mos. マツマイ島(16) の地域名．

Esáusi. （動）支えている（倒壊しそうな家を）．

Ésyeru. （動）少しすする（なみなみと注がれたコップから）． Póno ésyeruva! ちょっ

とすすれ！

Ésyerusʼ. （形）先が太くなっている．

Esíkani. （動）舵をきる（右に曲がるために）．（同）sikorájye； （反）omakàn.
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10460 Esikarakánte-ájnu, 使用人．

Esíkarun. （動）思い出す．

Esikáskye. （動）白状しない．

Esikíjki. （動）掻く，Ni-esikíjki, （ブタが）木に痒いところを擦りつける．

Esína. （動）隠す，認めない，しらを切る，欺く．

Esíno-sinò, 省略形は sinò-sinò. （動）時々叩く． Kyema ─, 足で蹴る，地団駄を踏む．

Esìn. （副）早く（朝）．

Esiryeba-i. Mos. やって来る（ankommen），着く．

Esiryepà. （動）着く，やって来る（徒歩で），やって来る（乗り物で）．（動）ikì. （比）

íjka および ene-íjka； 行き着く，場所までたどり着く．

Ésiroko. （動）躓く． Mun jókhte ─, 草に躓く．

10470 Esírura-yarà. （動）お金を払ってしばらく借りる． Kváni okhtà nosò esírura-yarà, 私

は犬ぞりを賃借りた．

Esisi. Mos. 嫌う．

Esíste. （動）後から注ぎ足す，注ぎ足す，追加する． Eogakh kusu suj okhta esíste, いっ

ぱいではない，もっと注ぎ足せ．

Esitur. （地）（Essitur）. Shm. ナヤッシ（Nayassi, Наясси）の南方にある川．

Esichákasʼno. （動）学び取る（学問を）．（形）学問のある．

─ yan tusuj gi? お前は学者になりたいのか？

Esoà. （名）輪索（縄製の）． Situ ─, スキーに付いている輪． Esoakh korò sitù, 輪が

付けられたスキー．

Esoasàkh. （形）輪のついていない（スキーについて）．

Esónki. （動）負ける．（同）makyétari. （反）emóki. ─ an, 負けた．

Esóssoki. （名）キツツキ科の鳥，クマゲラ．

Esókhki. （動）脇へどく，道をゆずる．

Essausnaj. （地 Shm）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan, Вендвессан）の南方にある

小川．

Esujyè. （動）押し倒す（格闘で相手を）．

10480 Esùm. （名）鼻汁（単数），鼻汁（複数）． ─ asínʼkye. （動）鼻をかむ．

Esúnkisi. （名）上唇の中ほどの溝（philtrum⽛人中⽜）．
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Esuyà-suyà. （動）振る（翼を，棒を），前後に振る（長靴の先を）．

Ésʼkari. （動）詰まる． Kísyeri ─，あるいは kísyeri-omù，煙管が詰まった（だから，息

が通らない）．

Ésʼna. （動）くしゃみをする．

Etajkiyè. （名）指のカリエス，panaritium，瘭疽（ひょうそ）．

Etanyepyespo. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方にある岬．

Étankaj. （名）ホロムイイチゴ．

Etanto. Lapyer. 先端に球が付いた木製の矢．

Étaraka. 無秩序に，無秩序な． Pt. 不注意な．

─ ákhkasʼ-khátsirye, 歩いてる時に不注意で転ぶ（たとえば，余所見をしていて）

─ ipyè, でたらめに食べる（時間通りにではなく，あるいは無断で）．

─ púri, でたらめな振る舞い．

10490 ─ púri korò ájnu, でたらめな人（たとえば，勝手に他人のものを取る人）．

Étarasʼ. （動）立っている，姿勢を正す，自分の身体をまっすぐに伸ばす（人について）．

Etarásʼ-ma, 省略形は asʼma. （動）立ち泳ぎをする．

Etaro. Lapyer. 眠る．

Etásarye. （動）替える，交換する，

Etásyema. （名）女性の名．

Etáspye, あるいは etásʼpye. （名）トド，アシカ．

─ tekh, トドの前足．

Etò, ⇒ étoko. Mos. 鼻．

Étoko, 省略形は etòkh, etò. （名）先（棒の），先端（イナウ（inau, инау）の），端． Mos.

始まり，源．

─ ta, 端から，端へ．（形）最初の，初めの． ─ Naj etókota okaj utara.

10500 ─ ta an byets. Mos. 脇にある川．

Étoko-ta an tishye, 端の家，端にある家．（同）yaryetókhva-an-tishyè.
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Etomo. Mos. マツマイ島(17) の地域名．

Etonnaj. （地 Shm.）エビシ（Ebisi, Эбиси）の南方にある（湖とつながっている）小川．

Etontui. Pt. 幅．

Etónu. （名）注ぎ口のついた大きな木製の盃．

Etoro. Mos. いびき，いびきをかくこと； いびきをかく．

Etorop. Mos. （エトロプ），アイヌの島の名．

Etokhko, ⇒ etòkh.

Etokh, étoko の省略形．（名）先端． Ináu sabà etòkh, イナウの先端； étokhko とも

言う． Tusà etòkh, 袖口．

Étrumoro. （地）トマリオンナイ（Tomarionnàj, Томарiоннàй）とチナイプ（Chinájpu,

Чинáйпу）の間のアイヌの自然境界（カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方⚕½

露里のところにある．

Ettóoro. （動）いびきをかく（寝ているときに）．

Etù. （名）鼻，つま先（長靴の），くちばし（鳥の）． Lapyer. 鼻． Mos. etu および

etû, 鼻．

─ káskye. （名）鼻の皮（皮膚），鼻の柔らかい部分．

10510 ─ kísʼma, 驚く，驚きのしるしとして唸る．

─ korò. （形）つま先の付いた（─ kirò, つま先のある長靴）．

─ piruka. Mos. 鳥の名（くちばしが美しい），ワタリガラスに似た美しいくちばしを

もつ鳥の名．

─ úturu. （名）（柔らかい）鼻中隔．

─ etokotánnye (ájnu). （形）鼻の長い．

Etuáni. （名）渡りをするカラス（より小さい）．

─ chukh. （名）3 月； ヂヤチコフ（Dyachkov, Дьячков）によれば，タライカのアイ

ヌのところで．

Etúvka. （名）ハシボソガラス．

Etúvsyeka. 投げつける． Kyemà etúvsyeka, 蹴とばす．

Etúvso. （名）鼻面，顔（動物の），─側面，内壁． Syetà ─, isò ─, 犬，熊の鼻面．

Sipòkh ─, 長持の内壁（側面の），長持の右あるいは左の側面； ⇒ ománnigye

10520 Etúvsu. （名）棺の頭および足元の板．

Etúkuma. （名）切り株，échoro(18) にある切り株で作った短い柱．
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Etúnyekhtsi. （動）禁ずる，同意しない（提案に）．

Etúnnye. （形）不必要な，役に立たない．（副）不必要に，不用に． Khóko-etúnnye-

májminye, ふしだらな娘．（動）望まない，欲しくない． Etúnnyeva kajki kírye,

意に反して強いる．

Etùn（etúnnye の省略形）． ─ niyákhka, 望まないのに． ─ Etùn-niyákhka kana, 嫌

がる者にくれと頼む． Etun-niyákhka koochù rusùj, 嫌がる者と性交することを望

む（あるいは etúnnyeva kajki koochù rusùj）．

Etúon. （名）ハシボソガラス． ─ chuf, 3 月（タライカのアイヌのところで）． Pt. 渡

りをするカラス（丈が小さい）．

Etupò, ⇒ tishyè etupò.

Étupuj. （名）鼻孔，鼻．

─ gye chyemakátari (ajnu), しし鼻の．

─ gyéukye (ájnu), 鼻の曲がった．

─ etò, 鼻の先．

10530 Éturusʼ. （名）ワシミミズク．

Etusyékhsyebu, あるいは etusyékhsyepu. （動）空気を強く鼻に吸い込む（アンモニア水

の匂いを嗅ぐとき）．

Etushka. Lapyer. コクマルガラス，ワタリガラスの一種．

Etuetani. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокес）川の南方にある岬．

Etémi. （副）悪く，乏しく，ほとんどない． Ku ─, 私は気に入らない（家，衣服が）．

An ─, 不愉快だ．

Eubitye. Mos. 弓に結び付けられた弦の部分．

Éubusʼ. （名）ニシンの縄（ロシア人ところでは 10 匹，アイヌのところでは 20 匹のニシ

ンが通された）； ⇒ snye-éubusʼ, tu-éubusʼ.

Eukojki. （動）殴りあう．

Éukosan. （動）（傷が）少し治る，傷口に薄い表皮ができる． Guvpye éukosan, 腫れ物

が少し治ってきている．

Éukutákhkye. （動）溢れこぼれる（いっぱいになったコップから）． Su ─, 釜からこぼ

れる． Sakyè ─, （酒が）こぼれる，溢れる，溢れ出る．

10540 Eúpuso. （動）縄に通す（ニシンを）．

Éusnpye. （名）袖の折り． Tusagà ─, 袖口．

Eutásʼpa. （副）相互に，お互いに関して．

─ arútoro, 他と反対の場所，互いに反対の岸に（サハリン島の）．
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Éutontujpatuò-posʼ. 更紗あるいは十字模様の布地．

Ekh. （動）やって来る，着く，現れる． ─ Étsi-ekánye ku ekh, 私は君に頼みがあって

やって来た，君に頼みごとがある． Tanye Takoj-pákhnu ekh nangò, 今頃は，たぶ

んタコイ（Takoj, Такой）まで到達しただろう． Omanova ekh, （乗り物で）行って，

戻ってきた．

Ekhánkye. （動）近くにいる，近づく． Tánye ipyeúturu ekhánkye, そろそろ食事（昼

食）の時間だ．

Ékhte. （動）与える，（食べ物を）出す，出せ！ ─ kanye! 早く（食べ物を）出せ．

Étsi, お前に． Eáni étsi, 君自身に． ─ Étsi kónte, （私は）君に与える（贈る）； 能

動動詞の後で，⽛お前を（対格）⽜を意味することがある； 例は， ⇒ e. Khyemata

kontan-uva etsi aryegi? Mauka orova, どの村からやって来たのか？ マウカからだ．

─ Étsi yajkopákara kusù ekh, 君を当てにして（君を頼って）ここにやって来た．

Etsíap, あるいは etsíakh. （名）板で作った大きな舵．（同）日本語の単語． tómunkaj.

Étsipye, あるいは échipye. （名）しゃもじ．

10550 Etsissyàj. （名）遊びのときの人の輪．

Etsi-usi. Mos. 鉄製の鏃．

Echákoro. （動）陰口をたたく，悪口する．（動）inónchi.

Echan. Mos. （エチヤン）穴，洞穴，（獣の）穴．

Échi, あるいは étsi, 君に，échokaj の省略形，君たち． Khyémata kusu échi áryegi?

何のために君たちはやって来たのか？

Echívkara. （動）突き刺す（ゾウが牙で）．

Echikipye. Pt. コオロギ．

Echikójki. （名）痛み，鈍痛． Kyema ─，póni ─，足の，骨の鈍痛．

Echogajkh. Kl.Kam. あなたは（お前たちは）．

Échokaj. （代）あなた（お前たち），あなたの（お前たちの）． Échokaj tu ájnu ne, khye-

mánuku ísʼka khyetányea? ここにいるのはお前たち二人だ，どちらが盗んだのか？

10560 Échoro, あるいは échcharo. （名）クロテン用の罠（冬用の）， ⇒ káma.

─ púntoni, アイヌの échoro の下の方の横木．

142

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

143

M. M. ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⚨（M. M. ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



144

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年⚓月)

145

M. M. ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⚨（M. M. ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



Eshye. Mos. （エセ），答え，とくに肯定の； 答える．

Êshye. Mos. （エーセ），答えろ，答えてくれ（エーセ），（犬などが）うなる，吠える，

（動物が）吠える，もーと鳴く．

Eshiujna. Mos. （エシユイナ），着物を着る．

Eshiuna. Mos. （エシウナ），くしゃみ，くしゃみをする．

Eshiuraun. Mos. 許す，勘弁する（⇒ oshiora および un），釈放する，解放する．

Eénʼkye. （動）尖らせる，削る（鉛筆を）．

Eeruyè. （形）最大の． Ka ─, もっとも長い縄．

Eyukari. Mos. 似ている； 類似する．

Eyájkoro, ⇒ sukùf.

10570 Eyájnu. （動）感じる，知覚する（手で体重を）．

Eyájrajki. （動）礼を言う，感謝する． ─ kajk khánki, しかし礼を言わなかった．

Eyajranniukyesʼ. Sakye ─, 酔った，ほろ酔いの．

Eyajsikarúnte. （動）回想する，思い出す，思い起こす．

Eyakitujyè.─ Poki ─, 純潔，処女を奪う，

Eyari. Mos. 客，よそ者．

Yu．
Ю．アイヌ語の字母の 30 番目の文字．

Yuan (ewan). Brot. 個数詞の 6．

Yúbi, あるいは yúpi. （名）長兄． Kl.Mat. Mos. yûbi, 長兄．

Yúbu, ⇒ yúpu. Dav. 兄； 引く． Mos. yubû, 結ぶ，縛る．

Yuvavu noburi. Dav. 火を吐く山； Pf. によると，硫黄の山．

Yuvaj. Kl.Sakh. 硫黄． Dav. 褒美； ⇒ ivaj.

─ ikondi. Dav. 褒美を与える．

10580 Yuvambi. Lang.S.Sakh. Kl.Sakh. Bal’b.Mat. 個数詞の 6． Dav.
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Yuvambi igashima vambi. Dav. 個数詞の 16．

─ igashima khots. Dav. 個数詞の 26．

Yuvanbye, あるいは yuvanbi. Mos. 個数詞の 6．

─ ikashima vanbye (vanbi). Mos. 個数詞の 16．

Yuvangi. Mos. 効用； 役に立っている，不可欠である； yuvankye とも言う．

─ ajgapf. Dav. 役に立たぬもの，ごみ． Mos. yuvankye ajgapp, 使用に適さない．

─ askajiva. Dav. 役に立たずに．

─ ashkaj. Dav. ～の要求に応じる，～を満足させる． N： 使用に適する．

─ ashʼkaj. Dav. 役立って． Mos. yuvankye ashkai, 役に立っている，能力がある．

─ va. Dav. 必要である； ⇒ ivankye-i va.

─ rushi. Dav. 必要． Mos. yuvankye rushi, 必要である； 必要．

10590 ─ rushyui. Dav. 入用； ⇒ ivankye-rusuj.

Yuvankye. Mos. 適している，不可欠である； 適した，必要な； 必要； 必要である．

─ rushiuj, 必要を感じる，必要である； 必要．

Yuvano, Pf. によると，形容詞的小詞 no のついた yuvan⽛個数詞の 6⽜である．

─ gots. Mos. 個数詞の 120． ─ khots. Dav. 個数詞の 120．

Yuvan. Mos. 個数詞の 6； ivan とも言う．

Yuvau. Dav. 硫黄． Mos. 硫黄（日本語の yuvò あるいは ivò から）．

─ nobori. Mos. 火を吐く山．

─ tats. Dav. 硫黄マッチ； Pf. によると，yuvau-tai, tai⽛台，土台，基礎⽜から； 私

見では takh?(19)

─ ustats. Dav. 木切れ，松明； Pf. によると，おそらく yuvautaj（日本語の単語），硫

黄のマッチ．

Yûgari. Mos. 軍歌の一種．

Yuda. Dav. （搗いたり，挽いたりして）細かく砕く． Mos. （yuta とも言う），（搗いた

り，挽いたりして）細かく砕く，特にすり鉢で．

Yujvambye. Bal’b. Sakh. 個数詞の 6． Yujvanbye. Kl. Mat. 個数詞の 6．

Yujtu. Mos. ガチョウ．

10600 Yukájkirye, ukájkirye とも言う，からかう，（声で）まねてからかう．
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Yúkara. （名）歌，歌声，歌うこと．（動）歌う．（名）不明瞭な声で歌うこと（踊った

り，しゃがんだり，跳ねたりしない）； yajko-yúkara とも言う．

─ ukájkirye, （酔っ払い，あるいは音痴の）歌声をまねる．

─ orova itàkh, 不明瞭な声でのアイヌの歌，しかし，いくつかの歌詞が加えられる．

Yukgari. Dav. 歌う； ⇒ yukara.

Yukotábu. （動）指を曲げる（mompye ─），拳をつくる．（同）ryevyè.

Yûku. Mos. シカ．

Yukurushi. Dav. 柔らかいなめし皮． Mos. シカ革．

Yuku-fumbye. Mos. 腹に足のようなものを持つ鯨の一種．

Yuku-shish. Mos. （ユクシシ），シカの蹄（複数）．

10610 Yukf. Dav. ノロジカ．

Yumaki. Lang. Mat. 歯．

Yúmasi. （動）ふりをする（眠った，死んだ ─熊に襲われた際に）．

Yumonye. Dav. 難しい，困難だ．

Yumuksi. Stral. 剣．

Yunin. Dav. 吐き気がする．

Yunʼcharùn-útara. （名）乞食．（同）koryè-koryè-útara.

Yûpa-kanye. Mos. 特別な種類の金属製品

Yûpye. Mos. サメの一種の名．

Yúpyesi. （地）シカリ（Síkari, Сикари）川河畔のアイヌの村（マツマイ島の）．

10620 Yúpi, あるいは yúbi. 長兄．（形）年長の．

─ gi. （同）yúpi.

─ kamùj, あるいは tishyè yupi kamuj, 年長の家の神．

Yupkye. Mos. 強く； 強い，荒れ狂う，荒れ模様の．

Yupkyeno. Dav. 引きずる，引く． Mos. 強く，荒々しく，猛烈に（副詞）．

Yupki. Dav. 1．固く． 2．勇ましく． 3．きつく． Mos. 強い，荒れ狂う，荒れ模様

の，勇敢な． Kl.Sakh. 力．

Yupkino khaui yan. Dav. 大声で．

Yupkinu. Mos. 強力である，丈夫である（⇒ no, nu）； 強く，荒々しく（副詞）．

Yupnatara. Mos. 熱烈に何かを目指す．
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Yúpu. （粗）yúpi. ─ kamùj, あるいは tishyè yúpi kamùj, あるいは kamuj-pinnisam,

年長の家の神； ⇒ únchi-kamùj および tsiárye-gutsì.

Yupuj askibits. Dav. 四番目の指，薬指．

Yûrye. Mos. 物を手で抱える，何かを引っつかむ．

10630 Yúru. （名）カワウソ用の弓．

─ akh. （名）（カワウソ用の）弓を射ること．

Yurushka. Dav. 怒らせる． Mos. 怒っている，罵る，叱る． ─ an kushu. Mos. 彼

らは怒っているので．

─ va. Dav. 1．ぶつぶつ文句をいう． 2．怒っている．

─ tsyepp. Mos. （ユルシカセ ツ゚プ），丸い魚，丸いトゲチョウチョウウオ，丸いネズミ

フグ．

Yutani. Mos. 杵．

Yutta íòoshino. Dav. v Nem. iôtta iôoschino，最後の； Pf. によると，i-oshino, だが

yutta は疑わしい； あるいは e-kh otta か？(20)

Yúturu. （形）中間の．

─ karà. （動）言い争いをする者たちの仲裁をする，仲直りさせる． ─ ájnu, 仲裁人．

─ múmpye. （名）中指．

Yúturuf. （形）中間の． ─ po. （名）真ん中の息子，あるいは真ん中の娘．

10640 Yutuftannàj. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方 11 露里にあるアイヌと日本

人の混住の村．

Yuukájkirye. （動）まねる（歌声，踊りを）． ─ ájnu, まねる人．（同）yájpuni-ajnu

Yuunatara. Mos. 強い，強力な．

Yuunù. （動）糸を通す． Vósa ─, 筬（おさ）に糸を通す．

Yuurye-uryesiba. Mos. 物を手で抱える，何かを引っつかむ．

Yuushino. Dav. 1．後ろに． 2．～の後ろに，～の後ろで； Pf. によると，oshino⽛後

ろから，後ろに⽜．

Yúfkye, あるいは yúkhkye. （形）強い．

─ arakà, 酷い，重い病気． Sónno yúfkye arakà, とても重い病気．

Yufkyeno. （形）強い．（副）強く．
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Yufkyeno-arakà（しかし porò-arakà ではない），酷い，重い病気．

Yufki, ⇒ yúkhkye. ─ arakà, ⇒ yufkye arakà.

Yúkhkye. （形）強い（風），香辛料の効いた（túri yúfkye），速い，速く（chivyè yúkhkye,

速く流れる），高価な，（値段が）高い，強く作用する，効き目のある（薬について）．

Yúkhkyeno. （副）強く，速く，すぐに． ─ ákhkasʼ, すぐに行く； （反）tényeponye

ákhkasʼ.

Yúkhpye. （名）小さい鉤．

10650 Yutsu-ramu. Mos. 動物の背中の内部．

Ya．
Я．アイヌ語の字母の 31 番目の文字．

Ya. （名）漁網，引き網． Kl.Kam.Sakh. Brot. (ua). Dav. ─ yaj の省略形． Ya-uraj-

óntara, 風呂． Mos. 動詞へ注意を引くための小詞； 感嘆の間投詞； 山の頂上；

動詞あるいは動詞的小詞と結びついて，強化された可能法のようなものをつくる，こ

れは命令法にとって代わりうる． Teirye an gushi tap, nani afunkye-ya, 私はあなた

（あなたたち）が来るのを待ち受けていた，あなた（あなたたち）はすぐに入ることが

できる． Shiomo ojra ya, 私は忘れないだろう，あるいは，忘れるな． Tan bye

itsinurye uyukorye-ya, このことは語られ得るだろう（上司から，さらにその上司

へ）； 高い，岩の多い岸，山脈．

─ akaiva. Mos. それはそうだ．

─ asarai. Mos. つながりを持っている，たとえば，女性との同棲； 日本語訳では：

女性に依頼をする．

─ ashambye. Mos. （ヤアシヤンベ），十二支の一つの名．

─ ashiara. Mos. （ヤアシヤラ），集まる，出会う．

─ karà kyem. （名）網を編むための木製の針，網を編むための梭（？)(21)．（同）ám-

pari.
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Ya-ta. Mos. 山の高み．

Yabyeka. Mos. 山の高み，小高い土地．

Yabiga-oman. Dav. 徒歩で； Pf. によると，yabyeka oman, 丘陵（über Land gehen）

を通って行く．

10660 Yaburu uvyenʼ. Dav. харцо(22)（醜い顔，面（つら）？(23)）； Pf. によると，おそらく

yajburi, 自分自身の外見あるいは姿．

Yavámpye. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方 60 露里にある川．

Yavashino. Mos. 賢明な，賢い，思慮深い． ─ guru. Mos. 賢明な，思慮深い人．

Yada shma kotan. Dav. 切り立った岸； Pf によると，yata shama kotan⽛山の尾根の脇

の場所⽜にちがいない．

Yadzi. Mos. (jadzi), くぼ地（Thalgrund），日本語の単語； yadshi（ヤヂ）とも言う．

Ya-ye. Mos. 自身，自身で（yaj とも言う）． ─ sindzî. Mos. 我々の出自． Ya-e は

小詞 yai の一方言であるが，動詞とともには見られることはない； no および ko と

の結合の例も Pf. によって提示されていない．

Yaj. （代）自身を（yájko の省略形），（副）ただ何となく，わけもなく，単に，無駄に． ─

Mos. (yaye, yai, ya-e), 自分自身； さまざまな語，とくに動詞と結びつく小詞； no

との結合は， ⇒ yaino； yajko における ko との結合は，自分自身あるいは個人と

のさらに限定された関係を表す； ～だけ，～自身； 虚偽に． Yaj nyetópa nújna,

隠れた．

Yaj-asìnʼ. （動）ただなんとなく，用事もなく出かける．（同）urukàj omàn.

Yaj-attasha. Mos. 感謝する．

Yai baro. ─ Yaj-baro-ush. Mos. つまらぬことを話す（無駄に）； おしゃべりな，お

しゃべりである．

10670 Yajbaruoshiribye. Mos. つまらぬことを話す，悪い言葉を言う．

Yajbatasharye. Mos. 言葉で争う，罵り合う（yaj⽛自身⽜および ba, baro⽛口⽜の省略

形），判断する，熟慮する．

─ uko bavasi. Mos. 批判する，論争する，競争する．

Yajgadanoya. Dav. 尊敬する． N： yajkatano-yan.
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Yajgoegomo. Mos. 妻の兄弟，夫の兄弟，妻の姉妹，夫の姉妹．

Yaiguyurushkari. Dav. うるさがらせる； Pf. によると，yajkoyurushkarye⽛私はあな

た（あなたたち）を怒らせた⽜（yajko⽛自身⽜，yurushka⽛怒る⽜，および能動動詞の小

詞の rye から）； この解釈は正しくない： yajka-yurushka-shkarye.

Yajdyekka tashiokunene. Mos.（ヤデツカタシヨク子子），矛盾するもの，ばかげたこと，

足の生えたヘビのような．

Yajdovari ishama. Dav. 安全に； ⇒ yajtobarye.

Yajikok-nyepye gur (yāiikŏknēre-gŭr). Kl.Kam. 娘婿，姉妹の夫，義理の姉妹の夫．

Yajirájkyerye. （動）感謝する，（私は）感謝する，ありがとう！ Sono yajirájkyerye! 大

いに感謝する！ 心から感謝する！

10680 Yajirámurye. （名）同情，互いへの愛情．

Yajiram-pirikarye (ajnu), 許しを請う～．

Yajie. Mos. （ヤイイエ），博愛心に富む，温和な気持ちの．

Yajkabaruoshiribye. Mos. 身分，職業．

Yajkájki. （形）悪い（性格が），自堕落な，放蕩者，損な，悪い（sakyè, támbaku），─ ikhókku,

悪い商い．

Yaikamùj. （名）悪霊，悪魔．（同）oyási.

Yajkáni. Mos. yajkanye. （名）錫，鉛． Kurasno yajkáni, 鉛．

Yájkaojyè. （動）白状する．

Yajkara. （動）服を脱ぐ； ⇒ gyerukajnye yajkara.

Yajkari-kari. （動）回転する； ⇒ síkari-kari.

10690 Yaj kata. Mos. 臆病な，小心な； 恐怖．

Yai kata an. Mos. 怖がる； 臆病な．

Yaj katano. Mos. こわごわ，おそるおそる ─ an, 臆病な； 怖がる． ─ ya, 私は

怖い（字義通りは，あぁ，私は臆病だ！）．

Yaj-katano-an-gye-ne. Mos. 怖がる（⇒ gye-ne）． ─ kushu. 怖がられているから．

Yaj-katano-ankoro-ka-i. Mos. 怖がられているけれど（⇒ koro-ka-i），謙遜表現．

Yájkatan. （動）恥じる，（良心に）恥じる．
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Yajkatukarà. （動）着飾る（良い着物を着て），ふりをする，隠れている，（罪を）白状し

ない． Itáki yajkatukarà, 言い逃れる，摘発をうまく逃れる，認めない．（同）ekó-

sina.

─ ájnu, 着飾った人，─ imì, 晴れ着．

Yájkakhkara. （動）着飾る； 着飾っている．

Yajkimajba. Mos. 言うことを聞かぬ； 服従しない，片意地を張る，言うことを聞かな

い．

Yajkiptye. Mos.（ヤイキプテ），危険な．

10700 Yájkiste. （形）危険な，毒の．（副）危なく．（間）． 大変だ！

Yajkishti. Dav. 危険．

Yaikishti guru. Dav. 危険な人； V Nem. まだ，さらに： 機知にとんだ人．

Yaikishti ishama. Dav. 間違えずに． N．

Yájko, yajkota の省略形，（代）自分自身． Mos. 自身．（yajokote の省略形），自分で．

Mos. 探す，強要する，努力する； 小詞，意味については⇒ yaj.

─ ibye. Mos. ある（いる）（自分個人についてのみ使われる）．

─ inunnu. Mos. 静かに，あるいは心の中で祈る．

─ jómarye. （動）自分に（ワイングラスに）注ぐ； ⇒ ukojómarye.

─ irájki. （動）恥じる，恥ずかしさで赤面する．（同）nánu-isyàm.

─ núkara káni. （名）鏡．

10710 ─ okute. Mos. 沈黙できない． Yajko-okute-ki-i-nankonno. おそらく，これは沈黙で

きないことだ．

─ pákarye. （動）思う，じっくり考える，考えつく，思い出す，思い起こす． Chi ─,

私は思い出す．（同）sikopákarye； 期待する，～を当てにする（etsi ─）．

─ ponnoe. Mos. （ヤイコポンノエ），年少の，未成年の．

─ rubyeoanka. Mos. いろいろな，多様な．

─ rushiutukye. Mos. （ヤイコルシユツ ケ゚），探す，しつこくねだる，憧れる（一人の人

物について使われる．
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Yaiko-tukarye. Mos. 年少の，未成年の．

─ tuki ámpa (ajnu), 盃を受けた，自分の盃を受け取った（つまり彼に差し出された盃

を）； ⇒ iko-túki ámpa-ajnu.

─ shishimu. Mos. （ヤイコシシム），臆病な，気の小さい，小心な．

─ yúkara. （動）酒を飲まずに歌う，まあまあに歌う． Yajko-yúkara an kánye, ある

いは yajko-yúkara ki kanye! 歌え！ （名）踊ったり，しゃがんだり，飛び跳ねたりす

ることなく，不明瞭な声で歌うこと（（同）yúkara）．

─ yurushkarye. Mos. 立ち去る際に使われる決まり文句（さようなら）； 感謝の表現，

あるいは，仲間との別れ際の表現； 字義通りは，アイヌ語で： 誰かを激怒させる，

足手まといになる，面倒をかける，うんざりさせる．

10720 Yajkónte. （動）ただで，無料で与える，贈る．

Yájkopóutsikoro. （動）自慰にふける（女性が）． ─ májminye, 自慰にふけっている娘；

⇒ yájokara

Yájkota（あるいは yajkutu）．（代）自分自身，自分の，自分で，自分と．

─ okàj, 自活する．

─ okàj útara, 自由で独立した人たち．

─ pákarye, じっくり考える．

─ póutsikoro májminye.

─ újna, 勝手に取る，持っていく（許可なしに）．

Yájkuba-kubà. （動）自分のノミを噛む（犬が）．

Yájni. （名）流木（波に打ち上げられた）； ⇒ yánni. Mos. 木の名．

10730 Yajnikorosi. Mos. 恥ずかしがりの，内気な．

Yaino. Mos. 思う，考える，じっくり考える．

─ kannakaru. Mos. 恥ずかしがる，（良心に）恥じる（おそらく：考えを上に押しや

る）； 恥ずかしがりの，内気な．

─ kuri. Mos. 悲しい，悲しみに満ちた（おそらく，⽛考えの闇⽜のように），沈んだ．

─ ramu-shiuj. Mos. 欺く（おそらく：考えの中で何かを願う），間違って示す（分から

せる），歪める，へつらう．

Yainu. Mos. 思う．

─ va. Dav. 考える．

Yainuiva-yangi. Dav. 投網打ち．
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Yajnújkara. （動）自分の髪をすく．

Yajnújna. （動）ふりをする（熊に襲われえた際，⽛死人のふりをする⽜）．

Yajnukanori. Pt. 近視の．

10740 Yajnukara-káni, 鏡．

Yájnunu. （形）恥知らずの，厚かましい．

Yajnupyékhtekhte. （動）顔を洗う（朝に），自分の顔（手足）を洗う．

Yájoka. （動）曲げられた状態からまっすぐになる，伸びをする．（同）gyériko-sitúriri.

Yájokara. （動）自慰をする（男性について）． Khyekatstsi ─, 男の子が自慰をしてい

る； ⇒ yajkopóutsikoro.

Yajokote. Mos. 自分（省略形は yajko および ko），自分で．

Yajóntujye. （動）自分の腹を引き裂く； ⇒ yaj góni および tujyè．

Yajo-okaj. Mos. 自由な時間，暇．

Yajoroba. Mos. 死者の喪．

Yajo-orokarye. Mos. 落ちる，崩れ落ちる，崩壊する．

10750 Yaj-pírika-astè. （動）がまんする，酔っていないふりをしようと努める（たとえば，よろ

めくのに，まっすぐ歩こうとする）．

Yajpirikaraj. Mos. 場合．

Yajporokarapte. Mos. 嘘，誤り，仮病（欺瞞的行為）； 嘘をつく．

Yájpuni-ájnu, 飲む前の（歌声，踊りなどの）真似をして揶揄う人．（同）yuukájkirye-

ájnu.

Yajpuni-yukara. （同）joyánkye-yúkara（日本語の表現）

Yajpúri. （副）心の中で，心から．（同）kurámu.

─ nósʼpa, 望む． Pt. まね上手の．

Yairajgiri. Dav. ありがとう．

─ va iramushkari. Dav. 恩知らずの（原文では，yaira igiriga iramushkari）．

Yairajkyerye. Mos. 赤面している，私は赤面している，私は感謝している； 自分自身

に対する感謝の表現．

10760 Yajrámbyetyetsuno. Mos. （ヤイランベテツノ），若い，青年の，若年の．

Yajrámboki-vyen, とても残念だ，とても悲しい（妻の死について，重い長引く病気につ

いて）； ⇒ kueramu-vyen.
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Yairamu. Mos. 思いやりがある，丁重である．

─ omarye. Mos. 悲しい，いたましい，心配そうな，臆病な．

─ pai. Mos. （ヤイラムパイ），死者を埋葬する．

─ skarunka. Mos. じっくり考える（⇒ ka），思う．

─ ttye, 慎重である，注意深い． Pf. yajramuttye.

Yairap. Mos. 讃美； 愚痴をこぼす，訴える，しつこく同じ事を繰り返して言う．

Yairyenka. Mos. 好意，善意，情け，畏敬．

─ tasha. Mos. 感謝する．

10770 Yájrika. （形）自信たっぷりな，高慢な（─ ájnu），（同）ocháko および chirùj； 厚かま

しい，（同）irára.

Yájrimomo. （動）火傷する； ⇒ trimónkye.

Yájripuma. （名）女性の名．

Yajrukai. Mos. 公然と，目だって，突然，ついうっかり．

Yaj-rúrye. （動）溶ける，（熱で）とける（truf ─）．

Yajsikábyekuste, あるいは yajsikápyekuste, 恋愛の際，本心を隠くす（たとえば，他の人

がいるところで女の子に告白をし，他の者が冗談だと思うように彼女の同意を得る）

Yajsikarúnte. （動）思い出す．

Yajsinívka. （動）退屈する，物思いに沈む．

Yájsiri-an. （名）凪，静けさ．（同）síri-mójri

Yajsitóma, 良心的に話す（質問に対する答え： 他の村々で，（たとえ多くの病人がいて

も）病人が多いかどうかを質問したことに対する回答）； とも言う chye-yaj-sitóma.

10780 Yaisoroba. Dav. 罪，犯罪，失敗，過失．

Yaitaj. （動）魚網で捕らえる． Mos. 網で引き上げる．

Yajtaukye. Mos. へまをやる，しくじる．

Yajtyesi. Mos. 腹に乾いた腱（血管）あるいは縞のある鯨の一種．

Yajtobarye. Mos. 重要なもの（こと）； 重要な，重要な意義をもつ．

Yajtobyekarye. Mos. けちな．

Yajtramoróvano, 自ら進んで，自分勝手に． Kvani yajtramoróvano ku omàn tusùj, 自

らの判断で，私は去ることを望んでいるのだが（去ることを望んでいる）．
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Yájtramunújna, あるいは yájramunújna, あるいは yájranújna, あるいは yájtranúj-

na. （動）ずるく振舞う．（形）ずるい（─ sumári. ずるいキツネ）．

Yájtram-nújna, 前述の語の省略形．（形）ずるい，隠された．

Yájtram-esina. （形）ずるい，隠された．（動）ずるく振舞う．

Yajtrubúsʼka. （動）凍える（死ぬほど）．

10790 Yajtukari. Mos. 白と黒の毛をもつアザラシの一種．

Yajtúparye-útara, 敗走した者たち（戦争で）．

Yajturyèp. （名）コケモモ．

Yajukoramu koru. Mos. しつこく頼む（字義通りは：誰かの心そのものをつかむ），しつ

こく．

Yajummórye. （副）用心して，音をたてずに．（同）jókhnyeka.

─ ani kirà（あるいは omàn），用心してに去った（逃げた）（たとえば，熊に聞こえない

ように）．

Yajútara (útarye), 一般の人（役人ではない），他人の（家族でない），たまの訪問者．

Yaifuraj. Dav. （水を）浴びる． Mos. 自分の顔（手足）を洗う．

Yajkhuràj. （動）自分の顔（手足）を洗う，入浴する．

Yajtsiashikarap. Mos. 道を教える，道案内する，守る，保護する．

10800 Yájcha. （動）（手を）切る，切り開く．

Yajchye. （名）テンチ．（同）tukusisʼ.

Yajchyekhtrájkirye. （動）食べ物をとらないほど嘆いたり，恥じたりする（殴打された女

性が）．

Yájchiryeni. （名）乾いた木，枯木．

Yajchir. Kr. ハジロ（鳥）（複数）．

Yaishagangi. Dav. 急ぐ． Yajshagangi. Mos. 待ちかねる； せかせかした，機敏な；

率直に，単刀直入に．

Yaishagangi-as. Dav. 急いでやる．

Yaishagangi guru. Dav. せかせかした．

Yajshakankye. Mos. （ヤイシヤカンケ），待ちかねる； 急いで，すぐに，じっくり考え

ないで．
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Yajshakankye-an. Mos. 急ぐ，急いでする．

Yaishara. Dav. 雇い入れ．

Yajshiara. Mos. （ヤイシヤラ），明らかにする，発表する．

10810 Yaishiniga. Dav. 休息する；⇒ yaj, sini および ka, Yaishiniga. Mos. 休息する．

Yaishinika. Mos. 安らぐ，休息する．

Yajshipororye. Mos. 無作法な，その場にそぐわない； 記憶に残る．

Yaishtoma. Dav. 良心． Mos. 恥じる； 恥，赤面（ヤイシトマ）．

Yaishtoma ishama. Dav. 1．厚かましさ． 2．恥知らずな． Mos. 厚かましい，図々

しい．

Yaishtoma shumukiya. Dav. 恥知らずな； Pf. によると，yaishtoma⽛恥⽜，shiomo-ki-

ya,⽛～がない⽜，shiomo⽛～でない⽜，ki⽛もの⽜，および ya⽛間投詞⽜から．

Yajshiuentye. Mos. 妊娠した，身重の（妊婦，身重の女性）．

Yaiyù, ⇒ yayù.

Yáka. （動）振る． Téki ─, 手を振る．

Yakata. Mos. 宮殿； 日本語の単語．

Yakine. Mos. 小詞 yakine あるいは yakkine の語中において，yaki は小詞 yakka（⽛もち

ろん⽜，⽛～だけれども⽜）の異なる語形として用いられている．一方，付加されている

ne は表現を完結させる役目を担っている．語全体では歴史的時間を形成する．また，

その語の後には，yakka の後と同様に，文中には他の主語が続く． Kiva ne yakineku-

karu-ku utarye mavashino-no-bo okaj, ⽛事態がこうなっているけれども（あるいは，

事態がこうなった後に），我々の甥たちは心配なく暮らしている⽜（ここでは，先行す

る ne は類似を，ki は⽛もの，こと⽜を意味する）；この小詞は明らかに anakine（an-

yakine の省略形）という表現にも含まれている．

Yakì-yakisyenì, 薪のはぜる音，火にくべるとひどくはぜる薪．（同）patupatuvsye-ni

10820 Yakka. Mos. ⽛これは～であるけれども⽜； この小詞は動詞を切り離す働きをし，そう

して一種の法をつくる； 小詞 i および ki とともに独自の歴史的時間をつくる； 小

詞 yakka は⽛同じく⽜，⽛もちろん⽜，⽛～だが⽜の意味をもち，動詞と結びつく．とき

に名辞と直接結びつき，一方，小詞 ne の挿入の後は，他の語と結びつく． Hep tsi-

kap ne-yakka i-ryesiba-ikye, それがどんな鳥であろうと，それ（木）が鳥を養ってい

るときに；
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この小詞は，単一の語と見なす必要のある一定の語結合をつくる（代名詞および副詞）；

anakka の語中の akka という語尾は，おそらく yakka の省略形である（an-yakka の代

わり）； ⇒ anakka； 語彙集(24) では： ～のとき，～だが．

Yakka i ki. Mos. yakka は，動詞とともに用いられる時，i-ki に付加することによって，

さらに限定された時間の性質を獲得する．その際，koro ka i ki との結合の時と同様に，

⽛～だが⽜の意味はより後退する． Taban moshiri oikarino inukaru yakka iki shino-

pirika, 彼が島を見渡した後，状況が良くなった； 語彙集の中では：～だが，～よう

に，～とき．

Yakù. （名）（毛皮などの）現物税．（同）miyánkye.

Yakuvà, あるいは yakuvàn. （名）やかん； 日本語．

Yamà. （名）森； 森の； 日本語の単語（yamato は，日本語では，⽛山国⽜を意味する；

yama は日本語で⽛山⽜）．

─ kamùj, 森の動物，獣．

─ kotàn, 熊の死後の住処（山の中にある）．

─ chikàp, 森の鳥．

Yamambits. Gl.（地）Yavampye の歪曲．

Yamásuku. （名）男性の名．

10830 Yambi. Dav. 貝； ⇒ yámpye.

Yambisye. Dav. 大きいカタツムリ； ⇒ yampye および syej.

Yamblsye. Dav. 小さいカタツムリ； ⇒ yampye-syej.

Yámpye. （名）小さい貝，貝．

─ okàj, たくさんの小さい貝． Voyà yámpye okàj, たくさんのいろいろな小さい貝

（uyaka, varakhpa など）．

Yamu. Pf. 寒い，涼しい．

Yamuénʼki. （名）針葉樹の針葉．

Yam. （名）葉； ⇒ koriyàm. Ni yàm, 木の葉． Dav. クリ（複数）． Mos. クリ

の木．

─ myenasʼ. （名）トブチ（Tobuchi, Тобучи）にとって南西風．

─ myenasʼ tryéra, 東風（？(25) チェプフナイ（Chyepukhnaj, Чепухнай）では koj porò）．

10840 Yangaraptye. Dav. こんにちは． N： ean-karakhte の代わり． Yangaraptye. Mos.

マツマイ島西部の方言における（出会った際の）挨拶の決まり文句（こんにちは）；

yankaraptye とも言う
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⚩ 書名は不明。
⚪ 疑問符は原文のまま。
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Yangye(i). Mos. 広げる（ausbreiten），上げる，高くする（yankye とも言う）．

Yani. Mos. 三人称人称代名詞，ここでは具格形あるいは対格形で； i-yani の省略形．

Yaniga ajnonia. Dav. 残忍な．

Yanigyer (jānigähr). Kl.Kam. 贈り物．

Yánkye. （動）（荷を）降ろす，放り出す，投げ出す，引き出す，取り出す（大皿から），

下船させる（乗客を岸へ）． Koj yánkye. 波が打ち上げる． Mos. 広げる（aus-

beiten），上げる，高くする．

─ na. Mos. 出る，出ることができる（⇒ a および na）．

Yankyesi. Mos. アイヌの島の名．

Yántoj. （名）客．

─ karà, 客として滞在する．

10850 ─ útara, 客仲間，客一同．

Yántonye. （動）客になる． ─ ájnu, 訪問客（他の村からの）． ─ utara, 客たち．

Yanturasnì. Kr. Pal. 木．

Yan. （動）打ち上げる（岸に），下船する； 命令法をつくる助動詞； ⇒ kamayàn；

～である，～になる． Mos. ⽛～できる⽜あるいは⽛当然しなければならない⽜を意

味する小詞，可能法に相当する．一方，他の場合には未来時制にも相当する． Tsipu

ani rura yan itasha bunma tu tara ats-te nankonna, 私はこの船に同乗して，この値段

で米 2 俵(26) を運んでくるだろう； ⇒ esichákasʼno.

─ ni. （名）流木，波に打ち上げられた木． ⇒ mónni.

─ tryéra, 寄せ波の風（クスナイ（Kusunaj, Кусунай）にとって西の）．

Yaoskye. Mos. （ヤヲシケ），クモ： 網を編む人．

Yáoskyeni. （名）紡糸を巻く大きな紡錘．

Yapkiri.. Mos. 石を投げる．

Yapuguru. Dav. 帆柱．

10860 Yapukgoru. Dav. 魚網の袋状部．
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⚫ тюкを⽛俵⽜と訳した。
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Yarà. （名）樹皮； 配る，勧める（eyarà の方が良い）． Ku yarà, ikù yarà, 煙草，酒を

配る． Ipye-yarà, 食物を配る．

─ kyè, 樹皮を剥ぐ．

─ kinà. （名）pyessamùsʼ の草で作ったアイヌの莚（むしろ）．

─ kotákhma, しっかり木にくっついた樹皮（冬に）．

─ opókhtara, 樹皮を剥ぐ．（名）春に剥がれた樹皮．（反）yaríkosa.

─ po. （名）骨盤までの腋の下の部分．

─ toj. （名）辺材，白太，полонье(27)（アイヌはこれから衣服をつくる）．

Yarákhkye. （動）樹皮を剥ぎとる．

Yaryetókhva. （形）最初の，初めの．（同）etokota.

10870 ─ an tishyè, 端の家，端にある家．（同）etókota an tishyê.

Yari. Pf. 割る； 割られた（日本語で varye）． Mos. 断ち割られた．

Yariva bojkoru. Dav. 穴； 歪曲された言い回し； ⇒ yari, puj および koro.

Yarikishna. Dav. 莚（むしろ）（茣蓙），絨毯； ⇒ kharyeki-so； Pf. によると，

garuki-shio あるいは，おそらく ariki-shio

Yaríkosa. （名）冬のしっかりくっついた樹皮，（反）yarà-opókhtara.

Yariogyeri. Dav. 使い古す； ⇒ yari および okyerye.

Yarkari. Pal. 痛み．

Yarókoma. （名）木の薄い皮，樹皮の上層；⇒ yarátoj.

Yaroomanàj. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 187 露里にある小川．

Yarubye. Mos. 夫，男性．

10880 Yarupaun. Mos. （ヤルパウン），内緒話，ひそひそ話．

Yaruun. Mos. 大きい襟．

Yaruush. Mos. （ヤルウシ），げっぷ，おくび（das Aufstoɮen von Luft imMunde 口の中

の空気からこみあげるもの）．

Yásakara. （動）強いる．（同）kirye.

Yásara. （動）注文する（長靴を），依頼する． Mos. yâsara, ふざける，はしゃぎまわ

る．

Yasóri. （名）やすり．（動）研ぐ； 日本語の単語．
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⚬ 不明。現代ロシア語では⽛ネックレス⽜の意味。
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Yasúmi. （動）休息する（仕事の後あるいは道中で）． Kyemà yasúmika, 旅のとき

ちょっと腰掛ける（煙草さえ吸わずに）．

Yasúmika, ⇒ yasúmi.

Yata. Mos. 山脈； ya とも言う．

Yátan-kotàn. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）のギリヤークの呼び名．

Ya-tyem あるいは ya-oskye. Pf. クモ（網を方々触っている，網を編んでいる）．

Yatyemu（ヤテム）． Mos. クモ．

10890 Yáto, あるいは yátupo. （名）腋のくぼみ，腋の下． ─ numà, 腋毛．

Yatòj. （名）働き手． ─ útara.

Yâtotta. Mos. トビ．

Yattui. Mos. （ヤツツ イ゚），屋根葺き用の藁．

Yátuye-kúnnye kujkùj. （名）翼の下に黒い羽毛をもつオバシギ

Yátupo, あるいは yato. （名）腋の下．

Yáte. （形）古い，着古した，穴のあいた（衣服について）． Imì ─, 着古した衣服．

Yauva. Mos. カモ．

Yáunutara. （地）ソーヤ（Soya, Соя）およびマツマイ島の北側全般の住民．（同）Sóya-

úntara.

Yaunshisham. Mos. 日本人（字義通りは．山の頂上の人）； yaunshishamu（ヤウンシ

シヤム）とも言う．

Yauràj-óntara. （名）風呂．

Yauraryè. （名）脱臼． Póni ─, 骨の脱臼．

10900 Yauryetara. Mos. 鳥の名．

Yausitokoro. Mos. いつも，毎回．

Yautobyekarye. Mos. けちな．

Yaushatarai. Mos. 何かを知らない，何かについて疑っている，何かを疑っている．

Yatsrajgiri. Dav. （私は）感謝する； yajirajkyerye にちがいない．

─ guru. Dav. 感謝している．

Yatsramatyekiyakka. Dav. 守る； Pf. によると，chôkaj yaj-ramuttyeki-yakka にちがい

ない，私自身は熱心（あるいは慎重）であるが．

Yatsrap. Dav. 不平をいう； Pf. によると， ⇒ yajrap.

Yashioya. Mos. （ヤシヨヤ），スズメバチ．

Yaerou. Mos. 精神錯乱，発狂．

10910 Yayù, あるいは yayùkh. （名）モミ（植物）．
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Yáyukyeetáku. （動）縮まる，収縮する（心臓について）； （反）simasà．

Yáyukoetákhtabu. （動）体を丸める，自分自身の中に隠れる（ハリネズミについて）．

Yayúmpa. （動）傷つける，傷つける（足を）． ─ ájnu, 怪我をした人

Yaya. Mos. 一人，ただ一人の人として．

Yayabusitye. Mos. 驚く，驚嘆する．

Yáyakota, 自分自身． ─ kíjki, （自分の痒いところを）掻く，自分の身体を掻く．

Yayangani. Dav. 鉛．

Yayanyeni. Mos. 錫； yajkanye とも言う．

Yayankyenye. Mos. 木の名； kyenye とも言う．

10920 Yayàn. （副）すっかり，まったく． Mos. 目方の軽い．

─ kokussìsʼ, 何も捕らえられなかった，あるいは何も捕まらなかった（猟で）； 何も

持っていない人．

─ kotàn okhtà kham omàn, どこへも行かない（どの村へも）．

─ kham vánte, （彼は）まったく何も理解していない．

─ khúrye, 真っ赤な．

Yayapaukyerye. Mos. 少しずつ，徐々に．

Yayasaki. Kl.Mat. 酒，ワイン．

Yayàt-ókhkayu, 頑健な若者，豪の者，なんでも屋，すべてうまく行っている人．

Yayaukyerye. Mos. 少しずつ，徐々に．

Yayashakye. Mos. 濁った酒，絞りたての果汁．

Yayashamo. Mos. 普通の人（yayashishamo の省略形）．

Yaya-shishamo. Mos. （ヤヤシシヤモ），普通の人．

10930 Yaya-shish. Mos. （ヤヤシシ），いやな感じがする，嫌う．
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